
「Bio（生物）」と「Log（記録する）」からなる造語で、データロガーという小型の記録計等を対象
生物に取り付けて行う調査手法です｡
今回は東京大学の大槌沿岸センターで、ウミガメを対象としたバイオロギングの実習を行います｡

中学２年生の教科書（光村図書）に登場する
「生物が記録する科学 バイオロギングの可能
性」の著者であり、情熱大陸にも出演した、世界
的な権威のある有名な先生です。

内 容：バイオロギングの実習体験

対 象：中学生・高校生（岩手県沿岸地域在住または在学に限る）

定 員：各日20名 （先着順）

参 加 料：無料

服 装：野外活動に適した汚れてもよい服装、帽子（長靴はセンターで用意します）

持 ち 物：タオル、雨具、水分補給用飲み物

申 込 み：次ページのお申込み先まで電話・FAX・eメールのいずれかで、以下の情報を

お知らせ下さい。追って参加可否を連絡します。

・参加希望日 ・氏名及びふりがな ・年齢 ・連絡先住所及び電話番号

・在学学校名 ・参加時の三陸鉄道利用の有無（送迎対象者確認）

申込締切：各実施日前々日の昼1２時（必着）

大槌の東大で
ウミガメの行動調査に挑戦‼

・エコバッグ
・オオミズナギドリ冊子
・クリアフォルダ
など、すてきな景品プレゼント

「海と希望の学校」特別授業

バイオロギング（bio-logging）とは

バイオロギング実習
に参加しよう

講師
東京大学大気海洋研究所

佐藤克文教授

場所：東京大学大気海洋研究所大槌沿岸センター
上閉伊郡大槌町赤浜一丁目19-8

※三陸鉄道利用者は、センター⇔大槌駅間の送迎あり

2024年

7月 日
各日曜日

8:30~10:30

講師
東京大学大気海洋研究所

福岡拓也特任研究員

佐藤教授の門下生で、2012年からバイオロ
ギングの手法により、主にアオウミガメを対象
とした食性や放流後の回遊経路などについて
調べています。

日・21 8月4
※２日とも同じ内容です



「海と希望の学校」特別授業 

スケジュール・地図・申込先等 
 

【実習スケジュール】 

８：２０   大槌沿岸センター集合・受付 

８：３０   実習開始 

       〈内容〉 

生きたウミガメを使用した、体サイズ測定や標識装着などの体験 

バイオロギング研究で明らかになった研究成果の紹介 

1０：30   実習終了 

※三陸鉄道乗車希望者は大槌駅までの送迎車両に乗車 

 

〔三陸鉄道大槌駅時刻表〕（実習開始前・終了後の直近時間のみ抜粋） 

8：１０着  下り線(宮古方面行)   ８：１１着  上り線（釜石方面行） 

1１：0２発  上り線（釜石方面行）  1１：１５発  下り線(宮古方面行) 

 

【会場近辺地図】 ※駐車場あり（別紙「駐車場案内」参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※お申込み時にいただいた情報は本企画の業務のみに使用し、適切に管理の上、他の目的に使用 

することはありません。 

お申込み･お問合せ先：東京大学大気海洋研究所 大槌沿岸センター 

ＴＥＬ：0193-42-5611 ＦＡＸ：0193-42-5612 

Ｅ-ｍａｉｌ：engan-jimu＠aori.u-tokyo.ac.jp 

主催：東京大学大気海洋研究所 

共催：岩手県 

バイオロギング 

実習会場 

（大槌沿岸センター

海側敷地） 



【駐車場案内】 

 〇付数字は、海側敷地駐車場（６台分）満車の場合の駐車順 

駐車場（４台分 うち１台軽専用）① 

駐車場（６台分） 

駐車場（８台分）③ 

駐車場（２台分）② 

大槌沿岸センター海側敷地入口 

大槌沿岸センター研究実験棟 


